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れより発する 30本以上の強いレーザ発振線によって， 250μm より 1730.9μm の広い波長領域をカバーし
て準連続波長的に行われた。磁場方向も今まで [111] 結晶方向でファラデ配置のみがしらべられたが，
ここでは [100] [ 111] [ 110 ]の各方向に対して，ファラデ配置，フォークト配置に対して行われ，
磁場の強さも 80kG まで拡げられた。データは時間分解スペクトルとして測定された。
この結果，このプラズマ球に対する電磁波の共鳴現象が詳細に研究された。今まで測られていない
縦方向モードが始めて観測され，液滴の寿命時間の値，またプラズマ球中での電子，正孔の実効質量
が多体効果で変化する精密な値等がエスチメー卜された。また磁場をかけることによる液滴中の電子
一正孔密度の増大またプラズマ球のサイズの小さくなること等の新らしく興味深い知見が多く得られ
た。電子一正孔液滴の研究では我が国は一歩遅れた立場にあったが，本研究は世界の水準に追いつき
追いこす結果を与えていると考えられ，学位論文として価値あるものと考える。
??? ??
